
医学生の皆さんへMessage
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研修・イベント風景（7月・8月・9月）

救急医療の中で、画像診断・IVRの役割は増す一方です。
CTを撮像すると、緊急所見や難解所見、偶発所見など、さまざまな所見に
出くわします。それら全てを把握するのは、放射線診断専門医でも大変です。
当院では、夜間・休日を含め、救急外来で撮像したCT検査は全て、画像診断
レポートを作成し、必要に応じて、研修医とディスカッションを行います。
救急IVRも24時間体制で、外傷止血・塞栓術や動脈瘤破裂に対するステント
グラフト内挿術に対応しています。
将来どの科を選択するにしても、是非当院で手厚い画像診断・IVRの研修を
体験してみてください。
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1年生は、診療科研修や救急外来当番、多職種とのチーム活動や勉強会と、
様々なことに励み、医師として成長している様子が伺えます。
2年生は、1年生を指導することで、自身の成長に繋げています。
救急外来では、1年生のサポートをしつつ、診療が円滑に進むよう、現場の
中心的存在として活躍しています。

北瀬 正則
放射線科統括部長
臨床研修センター管理部長

刈谷豊田総合病院
研修医だより

7月 病院説明会
多くの医学生の皆さんにご参加いただき、ありがとうございました。
研修プログラムの一部を体験していただき、
当院の研修体制を知っていただく良い機会になりました。

模擬体験：放射線読影研修
模擬体験：心エコー・腹部エコー研修

ブース説明

臨床検査科研修腹腔鏡セミナー指導の様子

研修風景
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診療科紹介 今回は…
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Announcement
イベント情報
・12月7日（土）病院説明会 予約受付中！
申込期限：11月21日（木）
外国人講師によるPBLや、希望者には、施設見学や
研修医を交えた昼食会を予定しております。

見学情報
・病院見学 随時受付中！
WEB見学もお気軽にご相談ください。

詳細は当院HPをご確認ください。
★下記URLまたはQRコードからも
ご覧いただけます。

https://www.toyota-kai.or.jp/facility/learning/

・臨床研修に関する質問
・本紙に掲載を希望される内容 等々
お気軽にお問い合わせください。

E-mail：KTGH.kenshu@toyota-kai.or.jp
TEL：0566-25-8345（平日8：30～16：45）

発行：刈谷豊田総合病院
臨床研修センター

・当院には、消化器外科・整形外科・泌尿器科・産婦人科をはじめ、多くの外科系診療科が

あるため、様々な診療科の手術麻酔を経験できます。

・当院の麻酔科は手術室麻酔だけでなく、集中治療や三次救急にも従事しています。

そのため、救急搬送～緊急手術～術後ICU管理と、重症患者を初期診療から継続的に

管理できる環境が強みです。

・麻酔科医師の総数は21名（内、専攻医11名）と、豊富な上級医と活気に満ちた専攻医と

共に学ぶことができます。

【1年次】

一般的な手術の麻酔管理を中心に研修します。麻酔管理を通して、気管挿管・静脈確保、

動脈穿刺など、将来の診療科を問わず、必要な基本手技の習得を目指します。

【2年次】

習熟度に応じて、重度の合併症を有した症例や大侵襲手術の麻酔管理なども行います。

希望者はICU研修も選択可能です。ICU研修では、重症患者管理（循環作動薬、人工呼吸

管理）に加えて、中心静脈カテーテル留置も数多く研修できます。

当院の麻酔科は、手術室麻酔の知識と技術を礎に、

手術室を飛び出し、様々な場面で活躍できる

「付加価値の高い麻酔科医」の育成を目指しています。

単なる麻酔科医にとどまるつもりのない「あなた」、

ぜひ見学にお越しください。お待ちしております。

次回発行予定
2025年1月


